豊岡市居宅生活支援事業支給決定基準
平成24年3月30日豊岡市告示第131号の4
改正　平成25年3月27日豊岡市告示第74号　平成25年3月29日豊岡市告示第100号
（趣旨）

第１条　この基準は、豊岡市居宅生活支援事業実施要綱（平成25年豊岡市告示第100号）第３条に規定する事業（以下、単に「事業」という。）の支給決定に関し必要な事項を定め、公平性及び透明性の確保を図るものとする。
（基本方針）
第２条　事業を総合的に判断するため、支給決定の各段階において、障害者の心身の状況（障害程度区分）、社会活動並びに介護者、居住等の状況、サービス利用意向及び訓練並びに就労に関する評価を把握し、支給決定を行うものとする。
（事業毎の支給量）
第３条　この基準において、次の各号に掲げる事業の支給量は、それぞれ当該各号に定めるとおりとする。
⑴　移動支援事業　１月あたり50時間を限度とする。
⑵　日中一時支援事業　１月あたり22日を限度とする。ただし、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成17年法律第123号。以下「法」という。）第５条第１項に規定する短期入所の支給を受けているときは、22日から当該支給日数を減じた日数を限度とするものとする。
⑶　身体障害者デイサービス　１月あたり10日を限度とする。
⑷　訪問入浴サービス事業　１月あたり10回を限度とする。
（支給決定基準と乖離する支給決定）

第４条　前条各号に規定するサービスを支給するに当たり、関係機関からの意見書等から判断し、市長が必要があると認めるときは、支給決定基準と乖離する支給決定（以下「非定型の支給決定」という。）を行うことができるものとする。この場合において、豊岡市障害者自立支援認定審査会に対し、非定型の支給決定案及び支給決定基準と乖離する理由を付すとともに、必要な資料を提示して、その意見を聴くことができるものとする。
　（その他）

第５条　この基準に定めるもののほか、必要な事項は、市長が定める。
附　則

　（施行期日）

１　この基準は、平成24年４月１日から施行する。

　（経過措置）

２　この基準の施行の際現に事業の支給決定を受けている者については、当該基準の規定に関わらず、当分の間その効力を有する。
附　則（平成25年3月27日豊岡市告示第74号）抄
　（施行期日）

１　この要綱は、平成25年４月１日から施行する。

（経過措置）
２　この要綱の施行の日の前日までに豊岡市居宅生活支援事業支給決定基準の規定によりなされた決定、手続きその他の行為は、この要綱による改正後の相当規定によりなされたものとみなす。
　　附　則（平成25年3月29日豊岡市告示第100号）抄

　（施行期日）

１　この要綱は、平成25年４月１日から施行する。

